
県政トピックス県政トピックス 〈県政の動き〉 
6月10日[月] ▼ 8月31日[土]

県政トピックス

…写真入りで紹介

　
第
４０
回
霧
島
国
際
音
楽
祭
が
、み
や
ま
コ
ン
セ
ー

ル
を
中
心
に
、県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
第
１
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
を
務
め
る
樫
本
大
進
氏
な
ど
一
流
の
演

奏
家
に
よ
る
公
演
の
ほ
か
、Ｃ
Ｇ
の
世
界
的
第
一
人

者
と
し
て
名
高
い
、霧
島
ア
ー
ト
の
森
館
長
　
河
口

洋
一
郎
氏
の
映
像
と
音
楽
祭
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
奏

で
る
音
楽
祭
初
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、４０
回

の
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、若
手
音
楽
家
へ

の
講
習
会
や
地
元
の
協
力
に

よ
る
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
パ
ー
テ
ィ
、

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

も
行
わ
れ
、大
盛
会
と
な
り
ま

し
た
。

第40回霧島国際音楽祭の開催

▲堤剛、樫本大進、小菅優による夢の饗宴 ▲県内の子どもも
参加したコンサート

6
月
10
日[

月]

　
伊
佐
市
の
川
内
川
水
質
監
視
装
置
・
水
門
の
完
成

6
月
29
日[

土]

　
日
本
遺
産
魅
力
発
信
推
進
協
議
会
の
設
立

7
月
1
日[

月]

〜
8
月
31
日[

土]
　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

　
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集

7
月
1
日[
月]

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
配
布
開
始

7
月
5
日[

金]
〜

　
６
月
末
か
ら
の
大
雨
災
害
へ
の
対
応

7
月
14
日[

日]

　
県
民
の
日

7
月
15
日[

月]

　
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
と
の

　
協
定
締
結

7
月
18
日[

木]

〜
8
月
4
日[

日]

　
第

４０
回
霧
島
国
際
音
楽
祭
の
開
催

7
月
18
日[

木]

〜
31
日[

水]

　
英
国
へ
薩
摩
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
派
遣

7
月
19
日[

金]

　
吉
田
実
代
選
手
へ
知
事
表
彰（
ス
ポ
ー
ツ
部
門
）

7
月
19
日[

金]

　
黎
明
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

7
月
22
日[

月]

　「
イ
ン
ス
タ
映
え
」ポ
ス
タ
ー
配
布・ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
公
開

7
月
24
日[

水]

〜
8
月
20
日[

火]

　「
感
動
は
無
限
大 

南
部
九
州
総
体 

２
０
１
９
」

　
の
開
催

7
月
26
日[

金]

〜
29
日[

月]

　
鹿
児
島
・
岐
阜
青
少
年
ふ
れ
あ
い
交
流

7
月
29
日[

月]

　
鶴
丸
城
御
楼
門
上
棟
式

8
月
4
日[

日
」

　
南
加
県
人
会
創
立
１
２
０
周
年
記
念
祝
賀
会

　
東
京
都
内
で
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
協
会
の
ブ
ラ
イ
ア
ン・ル
イ
ス
会
長
と
三
反
園

知
事
が
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
事
前
キ
ャ

ン
プ
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。同
国
は
、世

界
陸
上
２
０
１
７
や
世
界
リ
レ
ー
２
０
１
９
横
浜
大

会
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
陸
上
強
豪
国
で
す
。

　
事
前
キ
ャ
ン
プ
は
、世
界
リ
レ
ー
２
０
１
９
横
浜

大
会
と
同
様
に「
ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
大
隅
」で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
県
と
し
て
も
、「
ジ
ャ
パ
ン
」の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、国

内
最
高
水
準
の
陸
上
競
技
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
で
あ
る
本
セ

ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
選
手
の

皆
さ
ま
が
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
活
躍
で
き
る
よ
う
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

トリニダード・トバゴオリンピック協会との協定締結

▲協定を締結したルイス会長と三反園知事 ▲全天候舗装の陸上競技場を
備えるセンター（大崎町）

　
５
月
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た「
薩
摩
の
武
士

が
生
き
た
町
〜
武
家
屋
敷
群「
麓
」を
歩
く
〜
」を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、関
係
９
市

や
関
係
団
体
の
代
表
者
な
ど
か
ら
な
る
日
本
遺
産

「
薩
摩
の
武
士
が
生
き
た
町
」魅
力
発
信
推
進
協
議

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、三
反
園
知
事
が
会
長
に
選
任
さ
れ
た

ほ
か
、情
報
発
信
や
普
及
啓
発
な
ど
の
事
業
計
画
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
の
麓
な
ど
の
魅
力
を
十
分
に
生
か
し
な
が

ら
、関
係
の
皆
さ
ま
と
力
を

合
わ
せ
て
誘
客
促
進
や
魅

力
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、「
麓
」に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日本遺産魅力発信推進協議会の設立

▲「薩摩の小京都」と称される知覧麓 ▲日本遺産を活用した地域活性
化のため関係者が集結

6/29
[土]

7/15
[月]

　
伊
佐
市
で
は
、２
０
１
８
年
４
月
の
硫
黄
山
噴
火

の
影
響
に
よ
り
、一
部
の
地
域
で
水
稲
の
作
付
け
を

断
念
し
て
い
ま
し
た
が
、川
内
川
の
水
質
改
善
を
受

け
、今
期
の
川
内
川
か
ら
の
取
水
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、取
水
再
開
に
あ
た
り
、県
が
整
備
を
進
め

て
き
た
川
内
川
の
水
質
監
視
装
置
と
水
質
が
悪
化

し
た
と
き
に
自
動
で
閉
ま
る
水
門
が
完
成
し
、稼
働

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、農
家
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
営
農
を

継
続
で
き
る
よ
う
、関
係
の
皆
さ
ま
と
し
っ
か
り
と

連
携
し
、生
産
農
家
の
方
々

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
秋
に
は
、安
心
・
安
全
で
、

美
味
し
い「
伊
佐
米
」を
、ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▲秋には水田に黄金色の稲穂が広がる ▲水門などの説明を受ける
三反園知事

伊佐市の川内川水質監視装置・水門の完成6/10
[月]

7/18[木]
▼

8/4[日]

　
６
月
末
か
ら
の
記
録
的
な
大
雨
で
、土
砂
災
害
や

河
川
の
氾
濫
な
ど
が
各
地
で
発
生
し
、土
砂
災
害
に

よ
り
２
名
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
ほ
か
、

住
家
や
道
路
、農
地
な
ど
広
範
に
被
害
が
生
じ
た
こ

と
を
受
け
、７
月
５
日
・
６
日
に
、三
反
園
知
事
が
被

災
現
場
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、７
月
９
日
に
は
三
反
園
知
事
が
国
の
関
係
府

省
を
訪
問
し
、７
月
２５
日
に
は
被
災
現
場
の
視
察
に
訪

れ
た
山
本
防
災
担
当
大
臣
に
対
し
て
、復
旧
事
業
の
早

期
採
択
や
予
算
の
確
保
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。引
き

続
き
、早
期
復
旧
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、今

後
と
も
県
民
の
安
心・安
全
が

図
ら
れ
る
よ
う
、防
災・減
災
対

策
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

▲指宿鹿児島インター線の中山トンネル付近の土砂災害現場 ▲山本防災担当大臣へ要請を行う
三反園知事

６月末からの大雨災害への対応7/5[金]
▼

ふ
も
と
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8/4[日]

　
６
月
末
か
ら
の
記
録
的
な
大
雨
で
、土
砂
災
害
や

河
川
の
氾
濫
な
ど
が
各
地
で
発
生
し
、土
砂
災
害
に

よ
り
２
名
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
ほ
か
、

住
家
や
道
路
、農
地
な
ど
広
範
に
被
害
が
生
じ
た
こ

と
を
受
け
、７
月
５
日
・
６
日
に
、三
反
園
知
事
が
被

災
現
場
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、７
月
９
日
に
は
三
反
園
知
事
が
国
の
関
係
府

省
を
訪
問
し
、７
月
２５
日
に
は
被
災
現
場
の
視
察
に
訪

れ
た
山
本
防
災
担
当
大
臣
に
対
し
て
、復
旧
事
業
の
早

期
採
択
や
予
算
の
確
保
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。引
き

続
き
、早
期
復
旧
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、今

後
と
も
県
民
の
安
心・安
全
が

図
ら
れ
る
よ
う
、防
災・減
災
対

策
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

▲指宿鹿児島インター線の中山トンネル付近の土砂災害現場 ▲山本防災担当大臣へ要請を行う
三反園知事

６月末からの大雨災害への対応7/5[金]
▼

ふ
も
と
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県政トピックス

P2鹿児島の方言クイズ答え： くわんか

　
平
成

２９
年
か
ら
順
次
行
っ
て
き
た
黎
明
館
の
改
装

工
事
が
完
了
し
、グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
明
治
維
新
１
５
０
周
年
を
記
念
し
て
、こ
れ
ま
で
黎

明
館
で
収
集
し
た
資
料
を
も
と
に
、戊
辰
戦
争
や「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」に
関
連
す
る
ジ
オ
ラ
マ
の
設

置
な
ど
明
治
維
新
コ
ー
ナ
ー
を
充
実
さ
せ
、子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
よ
り
分
か
り
や
す
く
、楽
し
み
な
が
ら
鹿

児
島
の
歴
史
と
文
化
を
学
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、多
言
語
に
対
応
し
た

音
声
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
、解
説

パ
ネ
ル
や
無
料
Ｗ
ｉ
|

Ｆ
ｉ
も

導
入
し
、よ
り
利
用
し
や
す
い

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
く
な
っ
た
黎
明
館
へ
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

黎明館リニューアルオープン

▲ジオラマなどの設置により、わかりやすい展示にリニューアル ▲関係者によるテープカット

　
国
内
外
か
ら
も
っ
と
大
勢
の
観
光
客
の
方
々
に
本

県
を
訪
問
し
て
い
た
だ
く
た
め
、県
内
各
地
の
写
真
映

え
す
る
、い
わ
ゆ
る「
イ
ン
ス
タ
映
え
」ス
ポ
ッ
ト
を
集

め
た
日
本
語
版・英
語
版
の
ポ
ス
タ
ー
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
新
た
に
制
作
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、都
内
の
大
手
旅
行
会
社
や
海
外
の
テ
レ

ビ
局
な
ど
に
三
反
園
知
事
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、

鹿
児
島
の
観
光
情
報
の
Ｐ
Ｒ
と
、今
後
の
国
内
外
か
ら
の

観
光
客
誘
致
に
向
け
た
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
県
内
の
観
光

施
設
や
宿
泊
施
設
な
ど
に
も

掲
示
す
る
と
と
も
に
、一般
の
方

か
ら
広
く
県
内
の
イ
ン
ス
タ

映
え
ス
ポ
ッ
ト
を
募
集
し
て

お
り
、今
後
も
随
時
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
追
加
し
て
い
き
ま
す
。

「インスタ映え」ポスター配布・ウェブサイト公開

　
令
和
初
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会「
感
動

は
無
限
大 

南
部
九
州
総
体 

２
０
１
９
」が
本
県
を

は
じ
め
５
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。７
月

２７
日
に
鹿

児
島
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
た
総
合
開
会
式
で
は
、秋

篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
の
御
臨
席
の
下
、本
県
選
手

に
よ
る
力
強
い
選
手
宣
誓
や
高
校
生
に
よ
る
ダ
ン

ス
・
和
太
鼓
な
ど
の
公
開
演
技
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
で
は
、こ
れ
ま
で
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た

選
手
た
ち
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、水
球
、

ボ
ク
シ
ン
グ
ピ
ン
級
で
の

優
勝
な
ど
、本
県
勢
の
活

躍
も
光
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
高
校
生
が
日
本
一

を
懸
け
て
躍
動
し
た
本
大
会

は
、各
地
で
大
き
な
感
動
の

渦
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

「感動は無限大 南部九州総体 2019」の開催

▲選手入場を御覧になる秋篠宮皇嗣同妃両殿下 ▲4,000人を超える方々が
参加した総合開会式

▲インスタ映え写真をお待ちしております！ ▲旅行会社へのトップセールス

7/24[水]
▼

8/20[火]

7/19
[金]

7/22
[月]
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